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清
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の
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カ
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に
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華
民
国
成
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中

　

臨
時
大
総
統
に
孫
文

１
９
１
２
年
２
月

宣
続
帝
退
位
（清
朝
減
亡
）

１
９
１
２
年
３
月

衰
世
凱
、第
２
代
臨
時
大
総
統
就
任

危
機
が
深
ま
っ
た
清
朝
は
、

辛
亥
革
命
を
へ
て
滅
亡
。

中
華
民
国
が
成
立
す
る
が
、

国
内
は
軍
閥
割
拠
の
混
乱
が
続
い
た
。

中
華
帝
国
の
終
焉
と

軍
閥
割
拠
に
よ
る
混
乱

清
で
は
、
変
法
自
強
の
改
革
運
動
が
挫
折
し

た
の
ち
、
義
和
団
事
件
で
巨
額
の
賠
償
金
を
課

せ
ら
れ
る
な
ど
、
危
機
が
い
よ
い
よ
深
刻
化
し

て
い
た
。
国
内
で
は
清
朝
に
対
す
る
不
満
が
高

ま
り
、
各
地
で
革
命
結
社
が
生
ま
れ
て
い
た
。

１
９
０
５
年
に
は
興
中
会
な
ど
３
団
体
が
、
孫
文

を
総
理
と
す
る
中
国
同
盟
会
を
結
成
。
民
族
独

ユ上
、
民
権
確
立
、
民
生
安
定
の
三
民
主
義
を
掲

げ
、
清
朝
の
打
倒
と
国
民
国
家
の
建
設
を
目
ざ

し
て
武
装
蜂
起
を
く
り
返
し
た
。

一
方
、
清
朝
政
府
は
０８
年
に
憲
法
大
綱
発
布

を
公
約
す
る
な
ど
、
改
革
に
取
り
組
ん
だ
が
、

１１

年
に
財
政
危
機
の
打
開
策
と
し
て
民
営
鉄
道
の

国
有
化
を
宣
言
す
る
と
、
各
地
で
反
対
運
動
が

起
こ
り
、
四
川
で
は
暴
動
と
な
っ
た
。
同
年
１０
月

に
革
命
派
の
軍
隊
が
武
昌
で
蜂
起
し
て
革
命
政

権
を
樹
立
す
る
と
、

，ｃ
の
動
き
は
全
国
に
波
及

し
ヽ

‐４
の
省
が
独
立
を
宣
言
。
辛
亥
革
命

↑
弔
一

革
命
）が
勃
発
し
た
。
翌
年
に
は
、
孫
文
を
臨
時

大
総
統
と
す
る
中
華
民
国
が
成
立
し
た
。

清
朝
は
、
北
洋
軍
閥
の
指
導
者
で
あ
っ
た
哀

世
凱
に
革
命
政
府
と
の
交
渉
に
あ
た
ら
せ
、
フ」

の
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
が
、
一展
は
革
命

政
府
と
内
約
を
結
び
、
自
ら
が
臨
時
大
総
統
に

な
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
宣
統
帝

（薄
儀
）
を
退

位
さ
せ
、
清
朝
を
滅
亡
さ
せ
た
。
革
命
派
は
中

国
同
盟
会
を
も
と
に
国
民
党
を
結
成
し
て
議
会

を
掌
握
し
た
が
、
列
強
か
ら
の
援
助
で
力
を
つ

け
た
衰
世
凱
に
弾
圧
さ
れ
、

１３
年
の
衰
政
府
ヘ

の
挙
兵
（第
二
革
命
）
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ

の
後
、
正
式
な
大
総
統
に
就
任
し
た
衰
は
、

１５

年
に
は
皇
帝
即
位
を
企
て
る
が
失
敗
（第
三
革

〈じ
。
翌
年
衰
が
病
死
し
た
の
ち
は
、
列
強
の
援

助
を
受
け
た
軍
閥
が
各
地
に
割
拠
し
、
中
国
は

分
裂
状
態
に
陥
っ
た

，
１
３
１
参
照
）。

モンゴル
(1911年独立)

民営鉄道国有化の反対運動は暴動へと
発展し、ついには清朝を崩壊に追い込む。

東 シナ 海

仏領インドシナ
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は第1次国共合作を行う。現代中国の「国父」として敬愛されている。

園
日
露
戦
争

四
辛
亥
革
命

中華民国成立

同年 1月 、孫文 (そんぶん)が

南京で中華民国成立を宣言。

2月には宣統帝 (せんとうてい)

が退位し、清は滅亡した。

中国同盟会結成

日露戦争での日本の勝利に

刺激され、興中会など中国革
命3団体が中心となつて、東

京で中国同盟会力濡成された。

四川暴動

鉄道国有化の反対運動
は、当初陳情、請願とい

う形で行われたが、四

川省の陳情団が官憲に

よつて射殺されたこと

を機に、9月 には数百

万の民衆による暴動ヘ

と発展した。

10月 10日、長江中流の武昌で、新

軍 (洋式軍隊)内で勢力を拡大して

いた革命派が蜂起。辛亥革命の火

蓋が切られた。


